
平成 20 年（2008 年）4 月 2 日 
 
 市議会議員 様 

 
病院管理部長 

 

市民病院に看護師の副院長が誕生 

～看護職の視点を経営に生かします～ 

 
 横須賀市立市民病院では、病院長のリーダーシップを補佐するため、副院長

を１名から３名体制とし、そのうち１名は看護師を登用しました。経営の健全

化を強力に進め、国に提出する公立病院改革プランを策定します。 
 
１．副院長を複数制に 
   これまで１名だった副院長を平成 20 年 4 月 1 日から３名体制とし、医師

と看護師が経営に積極的に参画できる体制を整備します。 
  

     平成 19 年度 平成 20 年度 

副院長 医師   １名 
医師   ２名 

看護師  １名 

 
２．看護師を副院長とするねらい 
   看護師の副院長への登用は、横須賀市立病院運営委員会の経営健全化へ

向けた提言においても指摘がありました。 
現在、「選ばれる病院」を目指して推進している「横須賀市立市民病院経

営健全化計画」を実現するためにも看護職の能力を生かす体制を作ります。 
   看護職が副院長となるメリットは次のとおりです。 
 （１）病院職員の約６割を占める看護師のマンパワーを活性化し、経営面で

も能力を発揮できる環境となること。 
 （２）専門職の中にあって、看護職は生活者の視点を強く持っており、患者

中心の医療を展開する大きな力となること。 
 （３）看護職は院内の情報把握が比較的容易な立場にあり、職域を越えた調

整に力を発揮できること。 
 
３．副院長兼看護部長の経歴など 
 （１）氏 名  佐藤 清江（さとう きよえ） 
 （２）年 齢  60 歳 
 （３）職 歴 ・社会福祉法人日本医療伝道会総合病院衣笠病院 看護部長 
                         （平成 16 年８月退職） 
        ・社団法人神奈川県看護協会    （平成 20 年３月退職） 
 （４）受賞歴 ・日本看護協会会長賞（平成 12 年） 
        ・神奈川県看護賞  （平成 16 年） 

（事務担当は、病院管理部総務課 小川 電話 046-858-1770） 


